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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シルトフェンス、オイルフェンス、汚濁防止幕、海水と河川水の分離用若しくは混合用
のフェンスなどの垂下型の浮体（１）にアンカ取付部（１３）を設け、このアンカ取付部
（１３）に一端を固定したアンカロープ（３）を介してアンカブロック（４）を海底、湖
底、川床等に沈めて固定した浮体係留装置であって、
　前記浮体（１）の帯状部（１２）の長さ方向に沿って耐高張力で長尺状のテンションメ
ンバ（２）を外付けして取り付け、
　このテンションメンバ（２）はワイヤ又はチェーンであって、浮体（１）の各アンカ取
付部（１３）の間の帯状部（１２）の長さと等しいか、若干短い長さであり、隣同士のア
ンカ取付部（１３）間に架設されていることを特徴とする浮体係留装置。
【請求項２】
　前記浮体（１）の帯状部（１２）のアンカ取付部（１３）間の数ヶ所適宜の間隔で係止
部材（１４）を取り付け、これら係止部材（１４）にテンションメンバ（２）を係止した
ことを特徴とする請求項１に記載の浮体係留装置。
【請求項３】
　前記テンションメンバ（２）を浮体（１）の帯状部（１２）の両面に取り付けたことを
特徴とする請求項１又は２に記載の浮体係留装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
この発明は、オイルフェンス、汚濁防止幕、海水と河川水の分離（拡散防止）用若しくは
混合用のフェンスなどの浮体に主係留索を取り付けた浮体係留装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のオイルフェンスやシルトフェンス等としては、例えば図５に示すように、長手方向
に繋がって延びるフェンス本体１００と、このフェンス本体１００に定間隔で設けたアン
カ取付部１０１に先端を固定したロープ１０２と、このロープ１０２の基端部分に取り付
けたアンカーブロック１０１とを備えたものが知られており、このアンカーブロック１０
１の重量を利用してフェンスを固定している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このような構成のオイルフェンスにあっては、例えば図６に示すように、波や風或いは潮
流などの外力が作用すると、フェンス本体１００やロープ１０２部分は、その外力を受け
て下流側や風下側に向けて湾曲した形状等に撓んでしまうような張力が発生する。従って
、フェンス本体やロープの強度が不足していると、或いはフェンス本体やロープの強度を
上回る強い波や風等を受けると、これらの破損、切断等に繋がる虞れがある。
【０００４】
このような事情から、海象条件の厳しい海域等で使用する場合には、それに応じて強度的
な配慮が必要となる。特に、フェンス本体がゴムベルト状のもので形成されている場合に
は、内部に入れ込む補強用の帆布の強度を高めたり、入れ込む帆布の枚数を増大したりす
るといった措置を講じる必要がある。
しかしながら、このような措置を取る場合には、工場での製造工数の増大を招くとともに
、その分製造コストの増大を招く虞れがある。
【０００５】
そこで、この発明は、上記した欠点に鑑み、製造コストや製造工数の増大を伴わずにフェ
ンス本体の破損や切断等のトラブルの発生を防止することができる浮体係留装置を提供す
ることを目的とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　即ち、この発明は、シルトフェンス、オイルフェンス、汚濁防止幕、海水と河川水の分
離用若しくは混合用のフェンスなどの垂下型の浮体にアンカ取付部を設け、このアンカ取
付部に一端を固定したアンカロープを介してアンカブロックを海底、湖底、川床等に沈め
て固定した浮体係留装置であって、前記浮体の帯状部の長さ方向に沿って耐高張力で長尺
状のテンションメンバを外付けして取り付け、このテンションメンバはワイヤ又はチェー
ンであって、浮体の各アンカ取付部の間の帯状部の長さと等しいか、若干短い長さであり
、隣同士のアンカ取付部間に架設されているものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施例について添付図面を参照しながら説明する。なお、この実施例に
おいて、従来技術と同一部分には、同一符号を付して重複説明を避ける。
図１は、この発明に係る浮体係留装置を示すものであり、この浮体係留装置には、本体部
（通常はゴムベルト状のものからなる）１０の上下に帯状部１１、１２を形成した浮体膜
構造物（以下、浮体とよぶ）１が使用されており、また水中に沈んだ浮体１の帯状部１２
には、浮体１の長さ方向に沿って高張力に耐える長尺状のテンションメンバ２を取り付け
ている。
なお、図中符号１３はアンカ取付部、３はロープ、４はアンカブロックを示すものである
。
【０００８】
アンカ取付部１３は、厚手の帆布等のような生地で形成されたものを使用して帯状部１２
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に定間隔で形成されており、この実施例では例えば図２に示すように、帯状部１２の表裏
に取り付けて適宜の手段（例えばリベット、アイボルト、アイナット等）で堅固に固定さ
れている。また、この実施例のアンカ取付部１３には、下方向にロープ３を止め付けると
ともに左右方向に伸びるテンションメンバ２を止め付けることができるようにするため、
アンカ取付けフック１３Ａを有しており、このフック１３Ａに各テンションメンバ２の両
端部に固着したリング２Ａをシャックル１３Ｂを介して取付けてある。なお、ロープ３に
ついても同様である。
【０００９】
テンションメンバ２は、本体部１０の強度を高めるためのものであって、浮体の帯状部１
２に外付けで取り付けており、この実施例ではワイヤが使用されているが、チェーンやそ
の他の高強度（耐高張力性）のものであれば使用可能である。また、このテンションメン
バ２は、隣同士のアンカ取付部１３間に架設させているが、その長さはアンカ取付部１３
間の帯状部（若しくは本体部１０）の長さと等しいか、それよりも若干短い長さのものが
使用されている。また、このテンションメンバ２は、外付けのために撓み防止を目的とし
て図３に示すように浮体１の帯状部１２に係止部材１４が数カ所適宜の間隔で取り付けら
れている。例えばこの実施例では、帯状部１２にしっかりと取付けたアイボルト（又はア
イナット）１４を使用しており、このアイボルト１４に、シャックル１５を介してテンシ
ョンメンバ２が係止されているが、特にこれに限定されているものではなく、例えば塩水
に強くて強度的に丈夫な金属からなる適宜のフック等を使用してもよい。なお、この実施
例では、テンションメンバ２を帯状体１２の両面に取り付けているが、これに限定される
ものではなく、片面側のみであってもよい。
【００１０】
従って、この実施例によれば、図４に示すように、ある程度強い風や波が発生してこの浮
体１に作用すると、その風や波が作用する面が凸状に大きく湾曲して伸びようとする。と
ころが、この場合伸縮性の小さなもので構成されたテンションメンバ、即ちワイヤが最初
にその力を受け止め、浮体１やロープ３にその力が直接作用するのを阻止するから、浮体
やロープ３が大きな外力を受けて破損したり切断したりするのが防止される。
【００１１】
【発明の効果】
　以上説明してきたように、この発明によれば、シルトフェンス、オイルフェンス、汚濁
防止幕、海水と河川水の分離用若しくは混合用のフェンスなどの垂下型の浮体にアンカ取
付部を設け、このアンカ取付部に一端を固定したアンカロープを介してアンカブロックを
海底、湖底、川床等に沈めて固定した浮体係留装置であって、前記浮体の帯状部の長さ方
向に沿って耐高張力で長尺状のテンションメンバを外付けして取り付け、このテンション
メンバはワイヤ又はチェーンであって、浮体の各アンカ取付部の間の帯状部の長さと等し
いか、若干短い長さであり、隣同士のアンカ取付部間に架設されているので、譬え本体部
がゴムベルト状のようにある程度屈曲性や伸縮性のあるものを使用している場合であって
、例えば海象条件の厳しい海域や天候が悪く強風や強い波が浮体に作用する場合でも、テ
ンションメンバが最初にその外力を受け止めて、吸収するようになっているから、浮体の
損傷や破壊が防止できる。
【００１２】
また、この発明によれば、浮体の強度はあるスペックに固定しておき、外付けテンション
メンバのスペックを適宜変更することにより、各種強度の異なるタイプの浮体係留装置が
形成でき、例えばテンションメンバを高強度のもので形成すれば容易に高強度タイプの浮
体係留装置が提供できる。しかも、この発明によれば、テンションメンバが浮体に外付け
されているから、工数の増大を招くこともなく、その分製造コストも抑えられるから経済
的でもある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る浮体係留装置を示す概略図。
【図２】同装置の要部を示す拡大図。



(4) JP 4100768 B2 2008.6.11

10

【図３】同装置の係止部材等を示す説明図。
【図４】同装置の作用を示す説明図。
【図５】従来例を示す概略図。
【図６】従来の欠点を示す説明図。
【符号の説明】
１　浮体
１２　帯状部
１３　アンカ取付部
２　テンションメンバ
３　ロープ
４　アンカブロック

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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